
印度洋鮪延縄漁業試験

井山師雄・柴田光夫・梶田和夫

縫　　　言

印度洋の鮨漁業試験は1930句三度農林省水講習所練習船白礁丸がベンガル湾及びアラビヤ海の一部を試験操

業したことに端を発し，その有望性に鑑み1932年から1933年の両年に亘り農林省水産局は日魯漁業株式会社

所屑冷凍船榛名丸を同社より傭船しジャワ，スマトラ島近海の漁業試験を実施し何れの海区も移しい街群が洞

滞していることが実証きれた。

併しながら，その後民間船の出漁船がないまゝに同方面の広範囲な漁場調査は中断される形となって，終戦

を辺へ所謂マ・ラインの設定により北緯24度以南の出漁は禁止され漸く母船式に限り許可されたのは1950年

であった。1952年講和條約の発効に伴い漁場制限が解除せられ，独航船の船型は急速に大型化の一途を辿り，

全国に亘り南方進出の機運が高まり一j翠時代の脚光を浴びるに至った。

過々本年度銀洋丸船団とサイパン丸船団が同方面に出漁することになったので本場は所属試験船茨城丸を銀

洋丸船団に参加させ一面には中型鰹節兼業船が母船式操業に参加する場合果して順調な操業が出来るか否か又

その駐路に対し如何なる対策が必要であるかを研究する意味合と所属独航船の資料を本場試験船茨城丸を中心

として龍美し漁場を聞明する意味合を兼ねて本事業を実施した。
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Ⅱ　方　　　法

1．試験調査の要旨

印度洋（ジャバ沿海南方・濠洲北西岸に於ける術類の洞瀞状健及び薄泳層水温と魚体温との関係・魚種別釣

獲率・魚体の成熟度等の資源調査を実施した。

2．海洋調査

各層観測－0，25，50，75，1（札150，200m

透明度・水色・プランクトン採集

3．試験期間

自昭和28年12月27日　　至昭和29年4月10日
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4．漁　　場

ジャバ南方海域・濠洲北西岸海嶺

5．漁　　具
Table2． の具漁用便 梢仁造
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Ⅲ　試　験　結　果　．

1．一般経過概要

昭和28年12月27日三崎出港一路Hammabera　島向け追風良く　Burw　島東側を通り　Banda　海を抜け

Timon島北西岸を通り印度洋に到着，昭和29年1月19日S90－18／ElO90－50’（Tava東部南方）にて

第1回調査操業し，漸次南下5回目調査後母船に向けたが，天候悪く接艦出来ず，この為野しい環敗魚類を出

した。止むなくロープによる洋上水場を行い，魚艇をもって氷を積込み，その後は母船と行動を共に南下A11－

stTalia北西岸よりの海区にて，3，4，5次航海を行い，第6次航海は　Bali島南方にて単独操業を実施し

Cambak水道を通りJava海よりMakassenstrを通り更にCelebes海に進みMindanao東海より沖縄に

沿って北上し4月10日三崎に帰港した。

a．航海日数　　　　104日

C．往復航海日数　　　44日

e．延使用鈎数　　42，乃9本
L　操業所要時間

も．試験操業回数　　　30回

d．延使用鉢数　10，574鉢

1日平均使用鈎数1，408本

TaもIe3．航海別操業経過

航削庸巨期間l調査銅 調　査　海　区【延使用漁具数：延使署鈎数　摘要
日　　数と（調査回数）！　　　　　　　　　ト（同一回平均使用数）（同一回平均数）
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Tab】e．4　操　業　所　要　時　間

時　　　　　　　間　：　投　　　　　　織　l　　揚　　　　　　維　i　　合　　　　　　計

所　　要　　時　　間　　　　122h－53m　　　　　　　33h－10m　　　　　　　454h－03m

1日平均所要時間　　　　　4h－0．6m llh－02，3m　　　　　　15h－08．3m

l鉢平均所要時間　　　　　　　4．2s lm－533　　　　　　　　　2m135S

2．漁場の気象及海況

各船の操業報告及茨城丸の詞喬結果より綜合して考察すると，Sllnda沖南方別寝洋の気象状態は概ね，季

節風によって気象が左右されて屠る様である。

即ち，1月中旬より操業を開始した各操業船の気象観測値を集計して見ると1月下旬はWの和風（4），疾風

（5）が7C％を示し波浪共に高い。文連日スコールが襲来した。2月の上旬前半は前句の余波が残り梢波浪高

く，風向W風力3～4であつたが，スコールは全般的に姿を消した。以後SS E～SEの風3となつT：が依然

としてWのウネリが市かつた。2月中旬に入ると1月下旬のWの風4は全く減衰し，SW～WSWが多く高積

雲が鉱がり横乱雲は殆んど見られなくなった。下旬．上り3月上旬にかけてWの風は漸次消滅しS～SWの軟風

が顕著でスコールが再三見られた。以後NW～SW間の軟風が不定であった。

全般的に見た気圧観測値は1，010mb内外で大きな変動は殆んど認められなかった。

漁場をA，B，C，Dの四海域（Table・5参照）に大別した気象状態を要約すると，人侯は全般的に見て平

穏であったが，A漁場では印度洋特有の荒天に見舞われ　SW－Wの風が強く気江計度は1，005m・b前後を

示し，風力4～5日申数回スコールが襲来した。茨城丸はこの海区での9日間の接艦不可能な状態に遭遇し，

漂泊荒天の収まるのを得たざるを得なかった。平均水温は26・90C海潮流は殆んど認められなかったゥ　以下B，

C，D漁場はTable．5の通りである。

Table．5　漁場別　の　気象及海況

漁場の区分：気　温（平均）■・水　温（平均）＝海潮流方向流速！気　圧（平均）l　風向・力（平均）

A漁場　　　　27，9つC　　　　　29，9OC NE O．4k l，007．6mb W．2

B u　　　　　　28．6OC　　　　　29．2rC SE O．2k l，002．3mb W，2

C，D”　　29・40C　　30・1cc　謂S冨W3億1・009■1mb SW・2

託茨城丸の資料に依る集計

各漁場の海流を考察するとA漁場の海流は橘赤道海流であって，B漁場に於ては，西Australia海流の反流

と思われ，D，C漁場は反赤道海流と北西Australia海流の二分派にJJりそれぞれ形成されていることが考

へられる。

以上茨城丸及各解操業報告の海気象状態はU．S．SailiTlgdirectioTlに酷似点を多く認められる。これは南方

島暁の気象状態が大体モンスーンによって支配きれることを明示している。

U．S．Sailing directionに依ると「本附近の気象及海況について11月より4月までNNWからNWにかけ

て軟風，2月にはその勢力が幾分減衰し3月にはSWのモンスーンでJAVA南方海面ではSWの気流が通常

存在し，1月にはWNWからNWにかけて軟風，2月にはその努力がおとろへ3月にはSWの風が一触こ吹く

が時にはNWからSWに変る。この変り易い風は遅くも4月中旬まで続く。又南方特有の湿期と乾期について

Sllnda列島南方はSEの季節風多く雨糞は殆んどなく，Wのモンス，ンの多い雨期はJava海では11月から

3月にかけて強い風がスコールと豪雨を伴って吹く，モンスーンには当地方では1ケ月の間に58時間程の雨

が降るがWモンスーンの間特に1，2，3月にはこの％は110時間にも増加する。然し海岸附近では大きな差異

が観刺される。かなりの雨量が高山地方では認められるが平地では比較的少い。南からの風向の割合が大きい

ので海は荒狂い大きなウネリが海岸に押寄せる。又海流はNWモンスーンの間SEに流れる」と記してある。
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B］度洋の一部であるEastAustralia・Timorsea・Java南方海域の各漁場について漁況を概観するとEastem

Australia近海Timorseaの近海は総体的に漁況は低調で1回操業平均80Cpl～1000〆内外であったがJava

の中部以西からSumatra近猷かけては比較的魚群は濃厚のように思われる。漁猟種をあげるとこ（キハダ）

NeotkunnusMacropterus，（インドマグロ）indomaguroを主体とし（クロカワ）M・maZara・M・marli－

na，（メパチ）parathunussibiに次ぎ（ビンナガ）Gemogermo・（マカジキ）makairamitsukurii・（メカ

ジキ）ⅩiphiaSgladiusが少量見られた0

糾丸醐各船の操業報告及び茨軌の試験結果報告よ。集計した各鵬の漁獲指数を検討して見ると下記

表（Table．6－7）の通りであるo

Table．6　銀洋丸船団各船の漁獲指数
Tat，le．7　茨城丸の各海区別漁獲指数

海　　　　這‾‾‾l漁警数　　　海　　　　区

A海区　90～15，SllOO～1200E　86・2％

芸芸芸1三二；；〇三；i；二示107・5〝　　A海区　9D～150SllOO～1200E　85・7％
C海区　9㌦15OslO1㌧～1090El17・8”　　　B海区15ロ～210SllOO～120O鱒107・2％

D海区15。～220SlOID～1090E l16・1〝

Table，6，7のA，B両海区を比較して見ると漁獲指数はほゞ近似値を示している0
最高・はC漁場の117・8

％に次ぎD，B，A漁場の駅ある0釣脚はC漁場の6・55％媚高にD漁場6・46％，B漁場5・98％・A

漁場4．79％であるロ（Table・8参照）

脚丸船団各船操業報告と茨城丸による試踊果よ。，操業海区をA・B・C・Dの蛸域に分類して各海

区別漁況の考察を進めることゝした。

総体的に特記すべき漁況はないdC漁場の一部に入るA漁場の西方海区では紺が5e％・印度鮪4略そ

の他が10％を示し，漁場として好漁場であったが，母船の手旨釦よりこの漁場を放棄して南方漁場に移動し

たことは遺憾であった。B漁場（EastAustTalia）近海に於て最大釣獲率6・3％を示して居り，責肌32・9％，

まぐろ19・6％，ぴん長18・6％，くろかは13・2％を示し上記漁場に続き・好漁場と思考されたが，漸次黄肌

及鮪の釣盛が減少し鮫及暁に被害を受け以後全く漁場としての価値がなくなった0時期すでにおくれた感じで

ある。
Table．8　海区別の釣獲率の比較

釣　獲　率i　備　考
海　　区l　操業回数

A
 
B
　
計

10　　　回

20　　　回

30　　　回

使用鉢数1使用釣数l総漁獲局数

3，517　　14，068　　　449　　3・19％

7，057　　28，228　　1・125　　3・99％

10，574　　42，295　　1，574　　3・72％

Tabl。．9　海区別の漁獲教比較

海　区lrぴんなが■lきはだlきめじ㌔まぐろ

A　　　　　　　172

B　　　2C9　　370

計　　209　　542

くろかわトろかわ

17　184　　　25　　10

60　　220　148　　　55

77　　404　173　　65

めばらlめかじきi．その他　　計

30　　　3　　　　8　　　　449

32　　15　　　16　　1・125

62　　18　　　24　　1・574

TablelO　釣　　獲　　率

めはち！めかじき1その他；．　計
ろかわ恒ろかわ1海　区1．ぴんなが．きはだ

釣獲率％　0・49　1・28

きめじLまぐろしく

0．18　　0．96　　0・41　0・15
0．15　　0．04　　0・鵬　　3・72



漁獲賃数総計22，900〆で1回操業平均漁獲は763〆に過ぎなかったがJavaの中部以西からSumatora近

海にかけて比較的魚群は濃厚のように思われたo WestemAustralia近海のB漁場に於てぴんながの漁獲に期

待をもったが，稀薄な魚群の分布で余り好誼でなかった。

Tablell　魚種・漁場別の釣獲率の比較

海区もんなが■きはだ1きめじ
まぐろ■くろかわlしろかわ・めばら！めかじき その可　計

A l．22　　0．12　1，24　　0・18　　0・07　　0・21　　0・02　　　0・06　　　3・19

B O．733　1．36　　0．21　0・78　　0・52　　0・19　　0・13　　　0・C5　　　0・06　　　3・99

計　　0，733　1，92　0・27　1・43　0・612　0・23　0・22　　0・06　　0・85　　3・72

5．銀洋丸船団による漁況

A　漁　　　場

総平均釣獲率4．79％で4海域漁場の中最も憩いDetaを示して居る」主要漁獲魚の練成はキハダ28％，マ

グロ（i。d。Maguro）33％，ビンナガ12％，クロカワ1・0％，メバチ8％を示し・組成と伴って釣獲率もマ

グロを最高に，キハダ，ビンナガ，クロカワ，メバチの順で特にビンナガの0・59％の釣獲率は他海区と臭っ

た現象を見せて居る。

同海区はAustraliaの西方海域を通ってNEより列島篠の東側に沿って東方に進む海流と，列島線のN跡こ

Java沿海方面より東方に進む海流が見られる。

TaもIe12　海区別の　釣獲率．比較

海　　　　区！操　業　回　数 使　用　釣　数1栓漁獲屋敷

A
 
B
 
C
 
D
　
計

4

　

3

　

9

9

　

6

　

1

161，988

205，944

28，356

8，300

405，588

9

　

8

　

5

　

6

　

6

7

　

9

　

5

　

4

　

5

4

　

5

　

6

　

6

　

5

第1同　釣獲率の目別変化

裏目九雪・1円｝J章IL

■

′

、

　

．

　

　

■

…

仙

…

膿

－

欄
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日別に見た釣獲率の変化をマグロ類とカジキ類に大別し図示すればFig1－2の通りである。即ちマグロ類は

A海区2月12日の9．8％，カジキ類は2．2％と各同日がA海区中の最高釣獲率を示して居る。これは150S‾

1180E附近の好漁場を物語って居る。

B　漁　　　場

本海区の釣獲率は総平均億が5，98％を示しC，D海区と比較しそのDat〇・は梢低率であったが，マグロ（i・

ndo maguro）の漁獲数は4，261（Mean16，6）を，キハダ2，854尾，ビンナガ2，731尾と共に本調査の最高

値である。

Table13　海区別の漁獲尾教比較

海　区：きはだlぴんなが巨ばら　まぐろ；くろかわ巨ろかわ

A
 
B
 
C
 
D
　
計

2，208　　　　935　　　　638　　　2，572　　　　841

2，854　　2，731　　　384　　4，251　1，336

430　　　　430　　　　166　　　　545　　　　159

62　　　　119　　　　r19　　　　307　　　　　5

5，586　　　4，215　　1，207　　　7，685　　　2，341

456

479

76

21

2，341

5

　

5

　

6

　

3

　

9

0
　
3
　
1
　
　
　
　
　
5

7，765

12，380

1，854

536

22，535

組成はA海区と比較し殆んどMarginは認められず，まぐろ34％，きはだ23％，ぴんなが，くろかは，め

ばらの順である。

本海区漁場は他海域と臭って，最も集中操業が長期に亘って行われた海域であるため，Fig3－4の日別の釣

獲率変化を見れば，その高低の著しいdifferenceが認められ，釣獲率と魚群の密度及海流等に深い関係があ

ると考えられる。

㌫1－－－－′▲7’　　d

第4回　釣獲率の日別変化
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ノ．C　漁　場

こ総平均釣獲率6．55％を示し，四海城中最高の釣獲率である。単位海域円の漁獲努力も　ElOlbS1200に於

では11．2％を示しており，いづれの単位海域区画よりも釣獲率が最高であるが，本海区の絵体の操業回数はC

海区に続きわずかに19回に過ぎない。

Table14　海区別の釣獲率の比較

海　区■．きはだlぴんながlめはちiまぐろlくろかわ⊆しろかわ

A
 
B
 
C
 
D
　
計

6
　
0
0
　
3
　
5

3

　

3
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1
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1

　

∧

U

0
0
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3
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1
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1

9

　

9

　

9

　

3

3

　

1

　

5

　

2

0
　
0
　
0
　
n
U

9

　

6

　

2

　

9

5

　

0

　

9

　

6

1

　

2

　

1

　

3

2

　

5

　

5

　

5

5

　

6

　

5

　

0

0

　

0

　

0

　

0

9

　

3

　

7
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2

　

3

　

2

　

2

（
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（
U
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0

　

0
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0

0
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∩
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0

9

　

8

　

5

　

6

7

　

9

　

5

　

4

4

　

5

　

6

　

6

本海区漁場の月別による釣獲率の変化を図示するとFig5～6の通りで，まぐろ類，かじき類ともにB海区

漁場に見られるような，釣獲率の最高最低のmarginが梢僅少である。

L葺．一一・～‾　■‘㌔　‾　Tも

第5図

▲′　　　■▲　1■

第6図

D　漁　場

四海区中最少の漁獲数であるが，平均釣獲率は6．46％でB，A海区よりはるかに高率であり，特にまぐろ

の釣獲率が他の海区Detaに比較し最高値を示して居る。併しきはだ0・75％，めばら0・23％，くろかわ，し

ろかわの如きは反対に著しい低率であることが注目され他海区と対症的な出現状態を見せて居る。とくにぴん

なが1．43％の釣獲率はその一例でA海区と比較した場合全くの反対現象を示しておりきはだの組成が僅少と

相まって，極めて複雑な様相を皇して居る。これはJava沿海の80～100S′附淀を中心に東西に走る顕著な潮

界線が認められ北側にはSllmatOraより南下した海流が東に流れ南側には西方に進む。これ等二つを含む海

流が互に圧迫し，極めて巾の狭い著しい顕著な潮界線を形成しているためであろう。

Table15　各漁場の魚産別組成

海　区！き　は　だlぴんながlめ　ば　ちlま　ぐ　ろlくろかわ】しろかわ その可　計
A　　　　28．44　　　12．04

B　　　　23，06　　　22．06

C　　　　24．92　　　23．19

D ll．57　　　22．20

計　　　　24，80　　18．70

8，23　　　33．12　　　10．84

3．10　　　34．42　　　10．79

8．95　　　29．40　　　　8．58

3．54　　　57．28　　　　0．93

5．40　　　34．10　　　10．40
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9

　

5
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5

5
　
9
　
6
　
6
　
n
V

3

　

0

　

5

　

5

　

1

1

　

1

　

0

　

0

　

1

0

　

0

　

0

　

0

　

0

0
　
0
　
0
　
0
　
0

6．釣獲率と表層水温との関係

各海区別により表層水温と釣獲率との関係はTable16～Table18の如くである。

各海区ともに表層水温のDetaは大際の相射熱等によりかなり影響されて正確値と断云しがたいが一日の平

均値と考察される20血の観測値をもって各操業船の報告表よりもとめた。

【　7　－



表によればA海区に於て表層水温が28■50C～28．9〇Cの場合平均値が最高値6．33を示し，B海区は30．00C～

30・4ccの範囲内にあり・C海区は28・Obc～28・4℃の範囲に平均値がそれぞれ最大値である。D海区は資料が

少ないから上記A，B，C海区と対照することは甚だ危険であるが表層25．OOC～25．4℃の場合が最高値を示

している。以上D海区を除けば表層水温と釣獲率の関係は，表層水温28．0℃～30．0℃の範囲に漁獲率の高い

ことが解る。

7．魚体調査

1）SigeComposition

（1）キ　ハ　ダ

全尾数の体長分布は110cm～165cmで，140cm～150cmに山がある。体重分布は5〆～20〆で13〆～15

〆に山がある。漁場別に見ると体長，体重共出現魚体

の分布の巾及び山はA，B，C海区共はゞ同じである

が，A，C海区では140cm～150cmのmodalType

の出現する割合がB海区の夫れに比しかなり多ようで

ある（第7－1図～第7－4図）。

（2）マ　グ　ロ

全尾数の体長分布は132cm～171cmにあり，150

cm～155cm　に山がある。体重分布は11〆～26．5〆

で，14〆～18〆に山があるG A，B漁場の出現範囲は

ほゞ同じであるがA海区は152cm～156cm17〆～18

〆に山があり，B海区は150cm，14〆に山が認めら

れる（第8－1岡～第8－3図）。

（3）ビンナガ

体長は90cm～120cmで，111cmに山が認められ

る。体重は3．5〆～9〆に分布し8〆に山がある。

2）生殖線の熟度

漁獲直後のキハダから卵巣を摘出し訓％フォルマ

リン液に固定して持ち帰ったものについて左右別の重

量，長さ，最大卵巣径を測定し熟度を判定した。それ

によるとキハダの卵巣重量は300gr～1，400grの範

軌こあり殆んど卵粒は未熟である。与へられた範囲内

における体長と卵巣重量は，ほゞ比例的な関係を示し

ている。成熟したもの或は放卵放精後と考へられるも

のは全く認められて居ない。

釣獲きれたマグロ，カジキ類は甲板上で即死壷た直後0■2。C目盛の棒状寒暖計を真鍋のチューブに入れた

ものを肛門より腹脛に挿入し3分～4分後に検温した。

得られた結果は第22表の通りでキハダは25．80C～29．20C，マグロ25．lOC～29．OOC，カジキ類は25．19C～

20・8℃と殆んど同様の体温を示した。これ等の魚猿の勝泳層に裁てはChemicaltubeを使用した種々のDa・

teにより書々の観測した下層の中で100m層が最も近いと考へられるので体温と100m層との差を調べて見

た。結果はキハダ3■10C～8・40C，マグロ3・70C～9・6OC，カジキ2．1OC～1C．，0〇C盲目となって居る。表面水温

との比較した結果はキハダー0・40C～4・08C，マグロー0・8dC～4・8ロC，カジキー0．4‾oc～4，0。C高目となって

居る。即ち藩泳層水温より可成り高く表面水温より梢低目を示して居る。

体温と薄泳層水温との間には与へられた範囲内では相関関係は認められて居ない（第9図）。
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第10図　体温と100米層との関係

要　　　約

（1）母船の漁場選定について

母船の漁場の選定が独航船の漁獲成績を左右することは当然のことであるが，この点につき特に母船側で惧

重な漁場の研究及び計画が進められねばならない。本船団はこの点の研究が充分でなかった。

（2）母船の構造並びに設備について

母船の船型は大型が望ましいことは当然であるが少くとも二隻以上の独航船の荷役が同時に出来る船が必要

である。

荷役設備，冷凍処理能力及び独航船の漁獲物積載量の閏には特に不可欠な関連性を有し，これは独航船の隻

数を決定する要素である。本船団ではこの関連性について研究に遺感な点が認められた。尚銃洋丸の船型が上

陸用船舶を母船として改造した船であったことは致命的欠陥であろう。

13）釣獲率の変動

母船を中心に教豊の独航船が連続操業するため予想以上釣獲率の低下が顕著に現れることが認められた。
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